
中央教育審議会は「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して ～全ての子供たちの可能性を引き出

す、個別最適な学びと、 協働的な学びの実現～（答申）令和３年１月 26 日」において、「我が国の学校

教育がこれまで果たしてきた役割やその成果を振り返りつつ、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を

はじめとする社会の急激な変化の中で再認識された学校の役割や課題を踏まえ、2020 年代を通じて実現

を目指す学校教育を『令和の日本型学校教育』」とし、その姿を「全ての子供たちの可能性を引き出す、

個別最適な学びと、協働的な学び」としました。そして、「ICT の活用と少人数によるきめ細かな指導体

制の整備により、『個に応じた指導』を学習者視点から整理した概念である『個別最適な学び』と、これ

までも『日本型学校教育』において重視されてきた、『協働的な学び』とを一体的に充実することを目指

しています。さらに、「『令和の日本型学校教育』の構築に向けた ICT の活用に関する基本的な考え方」

において、次のように述べています。 

○これまで繰り返し述べてきたように、「令和の日本型学校教育」を構築し、全ての子供たちの可能性を

引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びを実現するためには、学校教育の基盤的なツールとして、

ICT は必要不可欠なものである。我が国の学校教育における ICT の活用が国際的に大きく後れをとっ

てきた中で、GIGA スクール構想を実現し、これまでの実践と ICT とを最適に組み合わせることで、

これからの学校教育を大きく変化させ、様々な課題を解決し、教育の質の向上につなげていくことが

必要である。その際、PDCA サイクルを意識し、効果検証・分析を適切に行うことが重要である。  

○ICT が必要不可欠なツールであるということは、社会構造の変化に対応した教育の質の向上という文

脈に位置付けられる。すなわち、子供たちの多様化が進む中で、個別最適な学びを実現する必要があ

ること、情報化が加速度的に進む Society5.0 時代に向けて、情報活用能力など学習の基盤となる資

質・能力を育む必要があること、少子高齢化、人口減少という我が国の人口構造の変化の中で、地理

的要因や地域事情に関わらず学校教育の質を保障すること、災害や感染症等の発生などの緊急時にも

教育活動の継続を可能とすること、教師の長時間勤務を解消し学校の働き方改革を実現することなど、

これら全ての課題に対し、ICT の活用は極めて大きな役割を果たし得るものである。  

○その一方で、ICT を活用すること自体が目的化してしまわないよう、十分に留意することが必要であ

る。直面する課題を解決し、あるべき学校教育を実現するためのツールとして、いわゆる「二項対立」

の陥穽に陥ることのないよう、ICT をこれまでの実践と最適に組み合わせて有効に活用する、という

姿勢で臨むべきである。  

○同時に、ICT が我が国の学校教育に与える影響の全てを現時点で予測することはできない。子供たち

が ICT を日常的に活用することにより、自らの学習を調整しながら学んでいくことができるように

なるとともに、予想しなかったような形で子供たちの可能性が引き出される可能性があることにも着

目する必要がある。また、子供の健康面への影響にも留意する必要がある。  

○さらに、学校における ICT 環境の整備とその全面的な活用は、長年培われてきた学校の組織文化にも

大きな影響を与え得るものである。例えば、紙という媒体の利点や必要性は失われない一方で、デジ

タルを利用する割合は増えていくであろうし、学校図書館における図書等の既存の学校資源の活用や



充実を含む環境整備の在り方、校務の在り方や保護者や地域との連携の在り方、更には教師に求めら

れる資質・能力も変わっていくものと考えられる。その中で、Society5.0 時代にふさわしい学校を実

現していくことが求められる。 

令和３年度、ステップ０・１で「とにかく端末を使ってみる」ことを積み重ね、 ステップ２・３と「か

わさき GIGA スクール構想」を推進する中で、「令和の日本型学校教育」を構築し、川崎市として、とも

に力を合わせ、未来社会の創り手を育んでいきましょう。                   
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